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環境学習の推進のために
　地球温暖化などの地球規模の問題から身近な自然の減少や生活環境の問題まで，より複

雑化，深刻化した今日の環境問題を解決し，目指すべき持続可能な社会を形成していくた

めには，あらゆる主体が，これらの問題を自らの問題と捉え，身近なところから着実に環

境保全に向けた取組を実践していくとともに，各主体の積極的な参画により実践行動の環

を更に拡げていくことが求められています。

　そのための環境学習の推進は，その重要度が益々高くなっています。

　こうしたことから，わが国では，平成15年7月に「環境の保全のための意欲の増進及び

環境教育の推進に関する法律」を制定し，さらに，平成23年6月には，この法律を一部改

正し，法律名も新たに「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」として，

環境教育や環境保全活動の考え方や進め方を定めました。

　また，栃木県では，この法律に基づく基本方針を踏まえた「環境学習・保全活動推進指

針（平成20年3月）」を策定し，環境学習をより一層推進するとともに，環境学習を通して

芽生えた環境保全活動への意欲を具体的な実践活動につなげ，多様な主体の協働による環

境保全活動を促進しています。

　この冊子で提案している学習プログラムは，中学生・高校生を対象としており，先に発

行した幼児・小学生編の続編となります。

　ここで提案した環境学習の在り方や学習プログラムを参考とした学習活動が，家庭や地

域における日常生活での実践や子どもたち自らが参加する環境保全活動へと発展し，誰も

がより一層郷土の自然を愛し，みんなで環境に配慮した循環型社会を築いていけるように

なることを期待しています。
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